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  雨の多い時期となってきました。ここ近年、しとしと雨の梅雨では

なく、ゲリラ豪雨等、水害につながりかねない天候が多くみられま

す。また、台風等も発生しやすい時期となってきました。早めの対策

で、水害の予防を心がけましょう。 

台風時の自分で行う災害対策 

① 家の外の備え・・・大雨が降る前、風が強くなる前に行う。 

ア 窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要に応じて補強する。 

イ 側溝や排水口は掃除をして水はけを良くする。 

ウ 風で飛ばされそうなものは、飛ばないように固定したり、家の中へ

格納する。 

② 家の中の備え 

ア 非常用品の確認をする。 （懐中電灯、携帯用ラジオ、乾電池、救

急薬品、非常用食品、衣類等） 

イ 室内からの安全対策をする。 （飛散防止フィルムなどを窓ガラス

に貼ったり、万一の飛来物の飛び込みに備えてカーテンや ブラインド

をおろしておく） 

ウ 水の確保をする。（断水に備えて飲料水を確保するほか、浴槽に

水を張るなどして生活用水を確保する） 

③ 避難場所の確認 

ア 学校や公民館など、避難場所として指定されている場所への避難

経路を確認する。 

イ 普段から家族で避難場所や連絡方法などを話し合う。 

ウ 避難するときは、持ち物を最小限にして、両手が使えるようにする。 
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台風の接近等に伴う生徒の対応について 

(1)午前 7時現在で暴風警報（「東部大阪」

区域または「守口市」）および特別警報が発令

中の場合は自宅待機とする。 

(2)午前 10時までに上記の警報が解除され

た場合は登校する。 

(3)午前 10時以降も上記の警報が発令中の

場合は休校とする。 

 

地震発生時における生徒の対応について 

(1)生徒の登校以前に、守口市域に「震度 5

弱」以上の地震が発生した場合は休校とする。 

(2)「震度 5弱」未満であっても、被害の状況

に応じ、自宅待機とする 

もし雷が鳴っていたら？？ 

 
 
 
 
 
 

 

木の近くや、建物の近くは、落雷の危険の高い空間となって

います。 

雷が鳴っている、光っているときは、 

①近くの建物の中 

  （鉄筋コンクリート建築の建物＞木造の建物） 

②乗り物などの中 

※近くに入る建物などのない場合は 

③電柱、煙突、鉄塔、建築物などの高い物体のてっぺんを

45度以上の角度で見上げる範囲で、その物体から４m以

上離れたところ  

に避難しましょう。 

 


